
『廣
異
記
』
の
運
命
観

大
　
橋
　
由
　
治

は

じ
め
に

　
唐
代
に

書
か
れ
た
『
廣
異
記
』
は
既
に
散
逸
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
説
話
の
多
く
は
『
太
卒
廣
記
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
『
太
卒
廣
記
』
に
は
全
て
で
三
〇
二
條
の
読
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
に
中
華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
廣
異
記
』
（
『
冥
報

記
　
廣
異
記
』
中
華
書
局
一
九
九
二
年
）
も
『
太
卒
廣
記
』
か
ら
説
話
を
牧
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿

は
、
『
太
卒
廣
記
』
引
用
の
三
〇
二
條
を
も
と
に
、
運
命
に
關
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
説
話
に
關
し
て
、
そ
の
分
類
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
に
引
用
す
る
『
廣
異
記
』
の
説
話
に
關
し
て
は
、
『
太
卒
廣
記
』
の
巻
敷
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
『
廣
異
記
』
の
説
話
三
〇
二
條
が
『
太
卒
廣
記
』
の
ど
の
項
目
に
分
布
し
て
い
る
か
は
次
頁
の
e
s
　
（
1
）
を
見
て
戴
き
た
い
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
鬼
」
に
分
類
さ
れ
た
説
話
が
五
五
條
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
狐
」
「
再
生
」
「
雁
報
」
に
牧
録
さ
れ
る
説
話
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
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① ② ③ ④ ⑤

神仙　11 女仙　4 道術　1 稗語　1 雁報　26

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

定藪　1 感雁　1 轡　1 器玩　2 夢　14

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

神　12 鬼　55 夜叉　1 紳魂　3 妖怪　6

⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

精怪　9 再生　31 悟前生　3 塚墓　2 雷　5

⑳ ⑳ ⑳ ⑭ ⑳

賓　5 草木　2 龍　3 虎　20 畜獣　19

⑳ ⑳ ⑳ ⑳ 表（一）

狐　33 蛇　11 禽鳥　3 水族　8

　
先

ず
、
『
廣
異
記
』
の
特
徴
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
残
存
す
る
説
話

に

は
動
物
に

關
す
る
説
話
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
⑳
「
龍
」
～
⑳
「
水
族
」

の
動
物
に

關
す
る
説
話
だ
け
で
九
七
條
に
上
る
。
こ
れ
は
残
存
す
る
説
話

全
禮
の
約
三
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
中
で
も
「
狐
」
に
關
す
る

説
話
が
三
三
條
と
そ
の
三
割
を
占
め
て
い
る
の
は
、
『
廣
異
記
』
の
特
徴

の

l
つ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
分
布
か
ら
は
分
か
ら
な
い
、
内
容
上
の
特
徴
と
し
て
、
『
廣
異
記
』

に

は

佛
教
に

關
わ
る
説
話
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

例

え
ば
、
「
再
生
」
に
分
類
さ
れ
る
説
話
の
な
か
に
も
佛
教
の
功
徳
に
よ

り
許
さ
れ
て
生
き
返
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
佛
教
信
仰
に

關
わ
る
説
話
を
含
む
こ
と
も
1
つ
の
特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
廣
異
記
』
の
中
、
蓮
命
に
關
わ
る
説
話
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
残

存
す

る
『
廣
異
記
』
中
に
見
ら
れ
る
説
話
は
七
九
條
で
あ
る
。
分
布
は
表

（
二
）
の
通
り
で
あ
る
。

　
冥
界
に

連
行

さ
れ
た
後
に
再
生
が
許
さ
れ
る
の
は
、
壽
命
が
蓋
き
て
い

な
い
こ
と
に
由
る
た
め
、
「
再
生
」
に
属
す
る
説
話
は
蓮
命
に
關
わ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
運
命
に
關
わ
る
再
生
の
読
話
が
三
〇
條
と
最
も
多
い
。

　
ま
た
上
記
で
動
物
に
關
す
る
説
話
が
九
七
條
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
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紳仙　2 報雁　11 定藪　1 夢　6 紳　12

鬼　11 祠魂　1 妖怪　1 再生　30 悟前生　1

虎　3 表（二）

ら
の
中
、
1
1
1
s
s
が
蓮
命
に
關
わ
る
。
動
物
に
闘
わ
る
説
話
の
線
敷
か
ら
す
れ
ば
寧
ろ
少
な
い
が
、
特
筆
す
べ
き
は
こ
れ

ら
三
條
が
全
て
「
虎
」
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
動
物
中
で
は
虎
だ
け
が
人
の
運
命
に
關
わ
る
と
考
え
ら
れ
て

い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
關
し
て
は
「
天
命
の
帳
簿
」
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

運
命
に
關
す
る
説
話
の
要
素

　
中
國
で
は
蓮
命
が
定
ま
っ
て
い
る
と
す
る
観
念
は
か
な
り
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
論
語
に
「
天
命
を
知
る
」
と
あ
る

事
か

ら
す
れ
ば
孔
子
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ

の

後
、
六
朝
時
代
の
説
話
に
な
る
と
、
人
の
運
命
は
帳
簿
に
書
か
れ
て
お
り
、
命
が
蓋
き
る
と
冥
吏
が
迎
え
に
來

る
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
蓮
命
を
管
理
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
説
話
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
『
廣
異
記
』
に
は
多
様
な
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
蓮
命
に
關
わ
る
読
話
も
多
敷
含
ま
れ
て
い
る
。

　
残
存
す

る
『
廣
異
記
』
の
説
話
で
は
六
朝
期
か
ら
存
在
す
る
説
話
に
類
似
し
た
説
話
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
後
の
思

潮
に
よ
り
内
容
が
改
愛
さ
れ
て
い
た
り
、
六
朝
期
の
資
料
に
は
含
ま
れ
な
い
佛
教
に
關
連
し
た
説
話
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ

の
た

め
⊥
ハ
朝
期
よ
り
も
説
話
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は

残
存
す

る
『
廣
異
記
』
の
運
命
に
關
す
る
説
話
を
主
要
な
要
素
を
も
と
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

1
　
帳
簿

四
世
紀
初
頭
の

『
捜
祠
記
』
の
説
話
に
は
、
帳
簿
を
持
っ
た
冥
界
の
役
人
が
訪
れ
、
壽
命
が
蓋
き
る
人
の
魂
を
連
れ
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て
行

く
話
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
説
話
か
ら
、
冥
界
に
は
戸
籍
の
よ
う
な
帳
簿
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
そ
の
人
の
壽
命
な
ど
が
記
さ

れ
て
お

り
、
冥
吏
は
こ
の
帳
簿
の
記
述
に
基
づ
い
て
壽
命
が
蓋
き
る
人
の
魂
を
連
れ
て
行
く
と
考
え
て
い
た
事
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
人
の
1
生
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
帳
簿
は
蓮
命
を
語
る
上
で
不
可
訣
な
要
素
だ
と
言
え
る
。
唐
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
、
人

の
蓮
命
は
帳
簿
に

記
さ
れ
て
お
り
壽
命
が
蓋
き
る
と
冥
吏
が
訪
れ
魂
を
連
れ
て
行
く
と
考
え
て
い
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
帳
簿
を
天
命
の
帳
簿

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
ま
た
『
廣
異
記
』
の
説
話
を
見
る
と
天
命
の
帳
簿
の
ほ
か
に
説
話
中
に
は
閻
羅
王
の
帳
簿
が
出
て
く
る
。
こ
の
帳
簿
に
は
佛
教
の
債
値
観

に

照

ら
し
た
行
爲
の
善
悪
が
記
さ
れ
て
い
る
。
閻
羅
王
は
こ
れ
に
基
づ
き
裁
き
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を
閻
羅
王
の
帳
簿
と
呼

ぶ

こ
と
に
す
る
。

　
以
下
に
『
廣
異
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
蓮
命
に
關
わ
る
帳
簿
の
説
話
を
見
て
み
た
い
。

（86）

　
　
①
天
命
の
帳
簿

「
稽
胡
」
　
（
『
太
卒
廣
記
』
巻
四
二
七
、
以
後
括
弧
内
に
は
『
太
卒
廣
記
』
の
春
敷
を
示
す
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
慈
州
稽
胡
者
以
ざ
猫
爲
業
。
唐
開
元
末
、
逐
鹿
深
山
。
鹿
急
走
投
一
室
、
室
中
有
道
士
、
朱
衣
賃
案
而
坐
o
見
胡
驚
愕
、
問
其
來
由
。

　
胡
具
言
姓
名
、
云
、
「
適
逐
一
鹿
、
不
費
深
入
、
鮮
謝
衝
突
。
」
道
士
謂
胡
日
、
「
我
是
虎
王
、
天
帝
令
我
主
施
諸
虎
之
食
、
一
切
獣
各

　
有
封
、
無
柾
也
。
適
聞
汝
稻
姓
名
、
合
爲
吾
食
。
案
頭
有
朱
筆
及
盃
兼
簿
籍
、
因
開
簿
以
示
胡
。
胡
職
催
良
久
、
固
求
稗
放
o
道
士
云
、

　
「
吾
不
惜
放
汝
、
天
命
如
此
。
爲
之
奈
何
。
若
放
汝
、
便
失
我
一
食
。
汝
既
相
遇
、
必
爲
取
免
。
」
久
之
乃
云
、
「
明
日
可
作
草
人
、
以

　
己
衣
服
之
、
及
猪
血
三
斗
、
絹
一
匹
、
持
與
倶
來
。
或
當
得
冤
。
胡
遅
同
未
去
、
見
群
虎
來
朝
、
道
士
虚
分
所
食
、
途
各
散
去
。
胡
尋

　
再
拝
而
還
。
翌
日
、
乃
持
物
以
詣
。
道
士
笑
日
、
「
爾
能
有
信
、
故
爲
佳
士
。
因
令
胡
立
草
人
庭
中
、
置
猪
血
於
其
側
。
然
後
令
胡
上
樹
。



　
　
以

下
望
之
高
十
鹸
丈
。
云
、
「
止
此
得
　
。
可
以
絹
縛
身
着
樹
。
不
爾
、
恐
有
損
落
。
」
尋
還
房
中
、
愛
作
一
虎
。
出
庭
仰
覗
胡
e
大
埠

　
　
吼
敷

四
e
向
樹
跳
躍
。
知
胡
不
可
得
、
乃
撞
草
人
、
榔
高
敷
丈
o
往
食
猪
血
蓋
、
入
房
復
爲
道
士
。
謂
胡
日
、
「
可
速
下
來
。
」
胡
下
再

　
　
奔
。
便
以
朱
筆
勾
胡
名
、
於
是
冤
難
。

　
こ

れ
は

虎
に
食
わ
れ
る
蓮
命
だ
っ
た
男
が
虎
王
に
命
を
助
け
て
も
ら
う
話
で
あ
る
。
「
我
是
虎
王
、
天
帝
令
我
主
施
諸
虎
之
食
、
一
切
獣

各
有
封
、
無
柾
也
。
適
聞
汝
稻
姓
名
、
合
爲
吾
食
」
と
有
る
と
お
り
、
こ
の
説
話
に
登
場
す
る
虎
王
と
禰
す
る
道
士
は
天
帝
の
命
を
受
け
て

群
虎
を
統
べ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
案
頭
有
朱
筆
及
盃
兼
簿
籍
、
因
開
簿
以
示
胡
」
「
吾
不
惜
放
汝
、
天
命
如
此
。
爲
之
奈
何
。
若
放
汝
、
便
失
我
一
食
。
汝
既
相
遇
、

必
爲
取

免
」
と
あ
り
、
二
人
で
帳
簿
を
見
た
後
に
「
天
命
此
の
如
し
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
彼
が
持
っ
て
い
る
帳
簿
は
天
命
を
記
し
た

帳
簿
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
こ
れ
に
類
す
る
の
が
「
費
忠
」
（
巻
四
二
七
）
で
あ
る
。
こ
の
費
忠
で
は
稽
胡
と
同
様
に
、
虎
が
食
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
の
名
を
記
　
⑱

し
た
帳
簿
が
出
て
く
る
。
費
忠
で
は
「
天
曹
有
日
暦
令
食
人
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
暦
と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
暦
に
食
ら
う
べ
き
人
の
名
前

が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
「
劉
可
大
」
（
巻
1
1
1
0
三
）
の
話
は
、
華
山
神
の
役
所
で
親
し
く
な
っ
た
華
山
神
の
息
子
に
自
分
の
生
涯
を
記
し
た
帳
簿
を

見
て

も
ら
い
、
さ
ら
に
そ
の
蓮
命
を
愛
え
て
も
ら
う
話
で
あ
る
。
こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
第
2
節
「
啓
示
」
の
「
誰
が
運
命
を
啓
示
す
る
の

か
」
の
項
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
閻
庚
（
巻
三
二
八
）
の
話
は
結
婚
に
よ
り
蓮
命
を
愛
え
る
話
で
あ
る
。
話
中
で
冥
吏
に
蓮
命
を
訊
ね
る
と
閻
庚
の
蓮
命
は
壽
命
も
短

v
、
出
世
も
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
何
と
か
で
き
な
い
か
訊
ね
る
と
、
冥
吏
は
よ
い
運
命
を
も
っ
た
女
性
と
結
婚
す
る
こ
と
で

愛

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
、
結
婚
相
手
に
結
ぶ
運
命
の
縄
を
よ
い
運
命
を
も
っ
た
女
性
と
結
び
直
し
て
v
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。



　

こ
の
閻
庚
の
中
に
帳
簿
に
關
す
る
記
述
は
な
い
が
、
同
様
の
筋
を
持
つ
傳
奇
小
説
の
定
婚
店
で
は
冥
吏
が
帳
簿
を
見
て
蓮
命
を
傳
え
る
こ

と
か
ら
、
冥
吏
は
運
命
が
記
さ
れ
た
帳
簿
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
閻
庚
で
も
冥
吏
が
帳
簿
を
持
っ

て
い

る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
話
は
い
ず
れ
も
蓮
命
が
記
さ
れ
た
帳
簿
に
關
連
し
て
い
る
。
説
話
中
で
は
、
虎
が
食
ら
う
人
聞
の
名
を
記
し
た
暦
に
名
前
を
記

さ
れ
て
い
る
男
が
虎
に
命
を
救
っ
て
も
ら
い
、
華
山
神
や
冥
吏
に
は
帳
簿
に
記
さ
れ
た
運
命
を
愛
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
來
は
帳
簿
に
記
さ
れ
た
蓮
命
を
愛
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
運
命
を
愛
え
る
に
際
し
、
こ
の

説
話
で

は
、
虎
は
一
芝
居
打
っ
た
う
え
で
帳
簿
の
名
前
に
鈎
印
を
つ
け
て
執
行
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
し
、
劉
可
大
で
は
愛
更
に
伴
う
代
償

を
擁
っ
て
い
る
し
、
閻
庚
で
は
愛
更
後
に
名
前
を
閻
侯
と
愛
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
②
閻
羅
王
の
帳
簿

閻
羅
王
の
帳
簿
は
天
命
を
記
し
た
帳
簿
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
張
珪
の
話
に
は
複
藪
の
帳
簿
が
出
て
く
る
。
話
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
東
陽
張
珪
病

死
、
敷
日
方
活
。
云
、
被
所
由
領
過
一
府
舎
、
中
有
貴
人
。
濱
從
如
王
者
。
珪
至
庭
内
、
見
其
所
殺
衆
生
蓋
來
封
。
珪
曾

　
殺
l
牛
、
以
布
両
端
、
與
之
追
幅
。
其
牛
亦
在
中
庭
、
角
戴
爾
布
o
又
曾
供
養
病
檜
、
其
僧
亦
來
、
謂
所
司
日
、
「
張
揺
持
金
剛
経
、

　
満
三
千

遍
、
功
徳
已
入
骨
、
又
爲
法
華
経
一
部
、
頑
多
罪
少
、
故
未
合
死
。
」
所
司
命
秤
之
、
畜
生
蓋
起
、
而
珪
猶
在
地
上
。
所
司
取

　
司
命
簿
勘
之
、
一
紫
衣
引
黄
杉
吏
抱
黄
簿
至
、
云
、
「
張
珪
名
已
掩
了
、
合
死
。
」
覗
簿
、
有
紙
帖
掩
其
名
。
又
命
取
太
山
簿
、
頃
之
、

　
亦
紫
衣
吏
人
引
黄
杉
吏
持
簿
至
。
云
、
「
張
瑳
掩
了
、
合
死
。
」
又
命
取
閤
内
簿
検
。
使
者
云
、
「
名
始
掩
牛
、
未
合
死
。
」
王
問
珪
、
「
汝

　
名
両
虚
全
掩
、
一
虚
掩
牛
、
六
分
之
内
、
五
分
合
死
、
故
不
合
復
生
。
以
功
徳
故
、
放
汝
蹄
閻
浮
地
、
勿
復
殺
生
。
」
命
珪
入
地
獄
。

　
遍
見
。
受
罪
、
火
坑
鐘
湯
、
無
不
見
。
有
僧
日
、
「
汝
勿
復
爲
罪
。
」
途
即
以
印
印
其
股
、
日
、
「
將
此
爲
信
。
」
既
活
、
印
甚
分
明
、
至
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今
未
滅
。

　

こ
の
張
珪
（
巻
1
1
1
　
！
x
　
1
　
）
に
登
場
す
る
帳
簿
は
「
司
命
簿
」
「
泰
山
簿
」
「
閣
内
簿
」
の
三
種
で
あ
る
。
張
珪
の
魂
が
連
行
さ
れ
た
先
に
い

た
貴
人
は
閻
羅
王
と
思
わ
れ
る
。
張
珪
は
牛
を
殺
し
て
お
供
え
と
し
た
こ
と
で
地
獄
に
呼
ば
れ
、
閣
羅
王
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
裁
き
の
最
中
に
こ
の
三
種
の
帳
簿
を
調
べ
て
い
る
。

　
司
命
と
は
人
の
壽
命
を
司
る
辞
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
司
命
簿
と
は
そ
の
人
の
壽
命
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
命
の
帳
簿
で
あ
る
。

そ
こ

で
そ

の
帳
簿
で
壽
命
を
確
認
し
「
張
珪
名
已
掩
了
、
合
死
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
次
い

で
出
て
く
る
泰
山
簿
は
泰
山
府
の
帳
簿
で
あ
る
。
死
ん
だ
人
の
魂
は
泰
山
に
在
る
泰
山
府
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
い
う
泰
山
信
仰
が

あ
る
。
そ
こ
で
は
泰
山
府
の
長
官
で
あ
る
泰
山
府
君
の
前
で
、
司
命
簿
に
書
か
れ
た
壽
命
を
確
認
す
る
。
冥
吏
の
間
違
い
や
柾
殺
の
場
合
に

は

還

さ
れ
て
生
き
返
る
。
そ
の
泰
山
簿
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
張
瑳
掩
了
、
合
死
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
泰
山
府
で
は
壽
命
に
聞
違
い
な

い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

　
こ

の

説
話
に

最
後
に

登
場
す

る
の
が
閣
内
簿
で
あ
る
。
閣
内
の
簿
と
は
こ
の
張
瑳
が
連
行
さ
れ
た
役
所
の
帳
簿
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、

要
す

る
に
こ
れ
は
閻
羅
王
の
帳
簿
で
あ
る
。
説
話
中
で
は
他
の
帳
簿
と
異
な
り
こ
の
帳
簿
の
名
前
だ
け
が
全
て
掩
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の

理
由
を
「
名
始
掩
牛
、
未
合
死
」
と
あ
る
。
こ
の
帳
簿
だ
け
が
異
な
る
理
由
は
老
僧
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
汝
名
爾
虚
全
掩
、
一
歳
掩
孚
、

六
分
之

内
、
五
分
合
死
、
故
不
合
復
生
。
以
功
徳
故
、
放
汝
露
閻
浮
地
、
勿
復
殺
生
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
功
徳
と
は
「
張
珪
持

金
剛
経
、
満
三
千
遍
、
功
徳
已
入
骨
。
又
爲
法
華
経
一
部
、
幅
多
罪
少
、
故
未
合
死
」
で
あ
る
か
ら
、
佛
法
を
信
奉
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
張
揺
の
場
合
、
彼
は
牛
を
殺
生
し
た
た
め
に
そ
の
牛
に
訴
え
ら
れ
て
地
獄
に
召
さ
れ
た
が
、
功
徳
を
施
し
て
い
た
た
め
に
許
さ
れ
て

生

き
返
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
功
徳
の
効
果
は
絶
大
で
司
命
簿
で
壽
命
が
蓋
き
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
生
き
返
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

の
説
話
で
の
功
徳
と
は
金
剛
経
を
讃
む
こ
と
と
法
華
経
を
爲
経
す
る
事
で
あ
る
。
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佛
教
の
戒
律
を
破
っ
た
り
、
功
徳
を
積
む
こ
と
に
よ
り
蓮
命
が
愛
わ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

り
も
閻
羅
王
の
裁
量
や
佛
教
の
債
値
観
の
方
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
閻
羅
王
の
帳
簿
は
他
の
説
話
で
は
閻
羅
王
帳
、
幅
簿
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
話
で
は
、
天
命
よ

　

2
　
啓
示

　
　
誰
が

運
命
を
啓
示
す
る
の
か

　
魂
が
連
行

さ
れ
て
い
く
冥
界
の
役
所
に
は
柾
殺
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
蓮
命
が
記
さ
れ
た
帳
簿
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
魂
を
連
行
す
る
役
人
も
帳
簿
を
持
っ
て
い
る
。
從
っ
て
そ
の
役
所
に
拘
わ
る
紳
、
閻
羅
王
、
役
人
等
は
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
運

命
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
か
ら
天
上
界
に
行
く
こ
と
が
出
來
る
仙
人
や
術
士
、
冥
界
に
い
る
死
者
も
帳
簿
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
　
ω
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來
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
以
下
項
目
ご
と
に
見
て
み
た
い
。

　
①
祠
、
閻
羅
王
あ
る
い
は
そ
の
役
所
の
役
人

劉
可
大
、
以
天
賓
中
畢
進
士
、
入
京
。
出
東
都
、
途
遇
少
年
、
状
如
貴
公
子
、
服
色
華
修
、
持
弾
弓
而
行
、
賓
從
甚
偉
。
初
與
可
大
相

押
、
藪
日
同
行
。
至
華
陰
、
云
。
有
荘
在
縣
東
。
相
遽
往
、
随
至
荘
所
。
室
宇
宏
肚
、
下
客
於
廃
。
入
室
良
久
、
可
大
籍
於
中
門
窺
観
、

見
一
貴
人
、
在
内
廉
理
事
。
庭
中
囚
徒
甚
衆
。
多
受
拷
掠
、
其
聲
酸
楚
。
可
大
疑
非
人
境
、
僅
催
欲
去
。
初
少
年
將
入
、
謂
可
大
慎
無

私

硯
、
恐
有
相
累
。
及
出
日
。
的
以
否
白
、
何
爾
負
約
。
然
以
此
不
能
復
韓
、
家
君
是
華
山
紳
、
相
與
故
人
、
終
令
有
盆
、
可
無
催
也
。

須
萸
下
食
、
顧
從
者
、
別
取
人
間
食
與
劉
秀
才
。
食
至
相
封
、
各
飽
、
兼
致
酒
叙
歓
、
無
所
不
至
。
可
大
求
検
己
簿
、
當
何
進
達
、
今

年
身
事
復
何
如
。
同
頑
黄
杉
吏
爲
検
。
有
頃
吏
云
。
劉
君
明
年
當
進
士
及
第
、
歴
官
七
政
。
可
大
苦
求
當
年
、
吏
云
。
當
年
只
得
一
政



　
　
縣
尉
。
相
爲
惜
此
、
可
大
固
求
之
、
少
年
再
爲
改
。
吏
去
、
屡
同
央
央
、
惜
其
減
線
。
可
大
恐
鬼
神
不
信
。
固
再
求
之
。
後
寛
以
此
失

　
　
職
。
明
年
離
去
、
至
京
及
第
、
敷
年
奔
榮
陽
縣
尉
而
終
。

　
劉
可
大
（
巻
三
〇
三
）
の
話
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
劉
可
大
が
長
安
に
向
か
う
途
上
、
從
者
を
從
え
た
若
者
の
貴
人
に
出
會
い
、
彼

の
家
に

招
か
れ

る
。
知
り
合
っ
た
そ
の
若
者
は
華
山
＃
の
息
子
で
、
招
か
れ
た
の
は
華
山
祠
の
役
所
で
あ
っ
た
。
可
大
は
そ
こ
で
自
分
の
蓮

命
を
聞
き
、
蓮
命
を
愛
え
て
も
ら
う
。

　
華
山
紳
の
役
所
は
、
「
庭
中
囚
徒
甚
衆
。
多
受
拷
掠
、
其
聲
酸
楚
。
可
大
疑
非
人
境
、
慎
催
欲
去
」
と
言
う
よ
う
に
地
獄
さ
な
が
ら
の
檬

子
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
親
し
く
な
っ
た
華
山
神
の
息
子
に
封
し
て
劉
可
大
は
「
可
大
求
検
己
簿
、
當
何
進
達
、
今
年
身
事
復
何
如
」
と
言
い
、
帳
簿
に

記
さ
れ
た
運
命
を
調
べ
て
欲
し
い
と
依
頼
す
る
。
こ
れ
に
封
し
て
「
同
覗
黄
杉
吏
爲
検
。
有
頃
吏
云
。
劉
君
明
年
當
進
士
及
第
、
歴
官
七
政
」

と
、
華
山
紳
の
息
子
が
吏
に
命
じ
て
調
べ
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
は
華
山
紳
の
息
子
の
命
令
に
從
い
役
人
が
帳
簿
の
内
容
を
傳
え
て
い
る
が
、
帳
簿
に
記
さ
れ
た
内
容
を
調
べ
る
よ
う

に

命

じ
た
の
が
華
山
碑
の
息
子
で
あ
る
の
で
、
啓
示
し
た
の
も
華
山
神
の
息
子
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
華
山
神
の
役
所
に
招
か
れ
る
と

い

う
の
は
特
異
な
例
で
あ
る
が
、
神
は
帳
簿
の
内
容
を
調
べ
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
閻
羅
王
の
帳
簿
で
見
た
と
お
り
、
閻
羅
王
の
所
に
も
蓮
命
が
記
さ
れ
た
帳
簿
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
所
司
が
帳
簿
を
調
べ
さ
せ
て
、

本
人
に
告
げ
て
い
る
。
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②
冥
吏
あ
る
い
は
使
者

こ
の
項
目
は
、
冥
界
の
役
人
や
冥
界
の
使
者
が
未
來
の
事
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
る
。



　
　
歴
陽
羅
元
則
、
嘗
乗
舟
往
廣
陵
、
道
遇
雨
、
有
一
人
求
寄
載
、
元
則
引
船
載
之
e
察
其
似
長
者
、
供
待
甚
厚
。
無
他
装
嚢
、
但
有
書
函

　
　
一
枚
、
元
則
窺
異
之
。
夜
與
同
臥
、
旦
至
一
村
。
乃
求
暫
下
岸
。
少
頃
當
還
。
君
可
駐
船
見
待
、
慎
無
登
我
函
中
書
也
。
許
之
。
乃
下

　
　
去
。
須
奥
、
聞
村
中
突
聲
、
則
知
有
異
。
乃
窺
其
書
覗
之
、
日
。
某
日
至
某
村
。
當
取
某
乙
。
其
村
名
良
是
。
元
則
名
次
在
某
下
、
元

　
　
則
甚
催
而
鬼
還
。
責
日
。
君
何
覗
我
書
函
。
元
則
乃
前
自
陳
伏
、
因
乞
哀
甚
苦
。
鬼
懲
然
。
謂
君
嘗
負
人
否
。
元
則
熟
思
之
日
。
卒
生

　
　
唯
有
奪
同
縣
張
明
通
十
畝
田
。
途
至
失
業
、
其
人
身
已
死
　
。
鬼
日
。
此
人
訴
君
耳
。
元
則
泣
日
。
父
母
年
老
、
惟
侍
元
則
一
身
、
幸

　
　
見
恩
貸
。
良
久
日
。
念
君
厚
恩
相
載
、
今
捨
去
、
君
當
趨
蹄
。
三
年
無
出
門
、
此
後
可
延
十
年
耳
。
即
下
船
去
。
元
則
蹄
家
中
。
歳
除
。

　
　
其
父
使
至

田
中
牧
稻
、
即
固
鮮
之
。
父
怒
日
。
田
家
當
自
力
、
乃
欲
愉
安
甘
寝
、
妄
爲
妖
鮮
耶
。
將
杖
之
、
元
則
不
得
已
。
乃
出
門
、

　
　
即
見
前
鬼
。
髭
頭
裸
髄
。
背
蓋
瘡
欄
、
前
持
日
。
吾
爲
君
至
此
、
又
不
能
自
保
惜
。
今
既
相
逢
。
不
能
相
置
。
元
則
日
。
捨
我
欝
二
親
。

　
　
鬼
許
、
具
以
白
父
。
言
詑
、
奄
然
遂
絶
。
其
父
方
痛
恨
之
。
月
鯨
亦
卒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
こ
の
説
話
の
筋
は
『
捜
辞
記
』
巻
五
「
周
式
」
に
類
似
し
て
い
る
。
「
周
式
」
は
『
法
苑
珠
林
』
等
に
『
捜
神
記
』
の
説
話
と
し
て
引
用
　
⑲

さ
れ
て
お
り
、
原
書
『
捜
神
記
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ど
ち
ら
の
説
話
も
船
に
乗
せ
た
冥
吏
の
書
類
に
よ
り
自
分
の

蓮
命
を
知
り
、
冥
吏
に
頼
ん
で
見
逃
し
て
も
ら
う
が
、
「
三
年
門
を
出
る
な
」
と
言
う
冥
吏
の
言
い
つ
け
に
背
い
た
こ
と
で
冥
吏
と
再
び
出
會
っ

て

し
ま
い
、
魂
を
冥
府
に
連
行
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
因
み
に
「
周
式
」
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
漢
下
邸
周
式
嘗
至
東
海
、
道
逢
一
吏
、
持
一
春
書
、
求
寄
載
。
行
十
除
里
、
謂
式
日
、
「
吾
暫
有
所
過
、
留
書
寄
君
船
中
、
慎
勿
嚢
之
o
」

　
　
去
後
、
式
盗
登
現
書
、
皆
諸
死
人
録
、
下
條
有
式
名
。
須
奥
、
吏
還
、
式
猶
覗
書
。
吏
怒
日
、
「
故
以
相
告
、
而
忽
硯
之
e
」
式
叩
頭
流

　
　
血
、
良
久
、
吏
日
、
「
感
卿
遠
相
載
、
此
書
不
可
除
卿
名
。
今
日
已
去
、
還
家
、
三
年
勿
出
門
、
可
得
度
也
。
勿
道
見
吾
書
。
」
式
還
、

　
　
不
出
、
已
二
年
除
、
家
皆
怪
之
。
鄭
人
卒
亡
、
父
怒
、
使
往
弔
之
。
式
不
得
已
、
適
出
門
、
便
見
此
吏
。
吏
日
、
「
吾
令
汝
三
年
勿
出
、

　
　
而
今
出
門
、
知
復
奈
何
。
吾
求
不
見
、
連
累
爲
鞭
杖
、
今
已
見
汝
、
無
可
奈
何
。
後
三
日
、
日
中
、
當
相
取
也
。
」
式
還
、
涕
泣
具
道



　
　
如
此
。
父
故
不
信
。
母
書
夜
與
相
守
。
至
三
日
日
中
時
、
果
見
來
取
、
便
死
。

　

こ
の
二
話
を
比
べ
て
み
る
と
羅
元
則
（
巻
三
三
九
）
の
説
話
が
周
式
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
二
話
が
大
き

く
異
な
る
黙
は
、
冥
界
に
召
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。
羅
元
則
で
は
「
謂
君
嘗
負
人
否
。
元
則
熟
思
之
日
。
卒
生
唯
有
奪
同
縣
張
明
通
十
畝
田
。

途
至
失
業
、
其
人
身
已
死
　
。
鬼
日
．
此
人
訴
君
耳
。
」
と
あ
り
、
死
人
が
冥
府
に
訴
え
出
た
こ
と
に
よ
り
召
さ
れ
て
お
り
、
壽
命
が
蓋
き

た

こ

と
が
理
由
で
は
無
い
黙
が
大
き
く
異
な
る
。

　
そ

の
ほ
か
羅
元
則
で
は
細
か
な
黙
で
も
異
な
る
。
一
つ
に
は
書
類
を
の
ぞ
き
見
る
理
由
で
あ
る
。
『
廣
異
記
』
に
は
「
須
奥
、
聞
村
中
果
聲
、

則
知
有
異
。
乃
羅
其
書
覗
之
、
日
．
某
日
至
某
村
e
當
取
某
乙
。
其
村
名
良
是
。
元
則
名
次
在
某
下
、
元
則
甚
催
而
鬼
還
。
」
と
あ
り
、
冥

吏
が
向
か
っ
た
村
か
ら
泣
き
聲
が
響
い
た
こ
と
で
異
愛
を
感
じ
、
冥
吏
の
書
類
を
の
ぞ
き
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に

父
親
が
、
門
を
出
な
い
息
子
を
怒
る
理
由
で
あ
る
。
周
式
で
は
鄭
の
葬
儀
に
行
か
な
い
こ
と
で
怒
る
の
で
あ
る
が
、
羅
元
則
で
は
「
元
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

則
蹄
家
中
、
歳
鯨
。
其
父
使
至
田
中
牧
稻
、
即
固
爵
之
。
父
怒
日
、
田
家
當
自
力
、
乃
欲
愉
安
甘
寝
、
妄
爲
妖
欝
耶
。
將
杖
之
、
元
則
不
得

已
。
」
と
あ
り
、
農
家
に
生
ま
れ
て
働
か
な
い
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
し
か
し
、
家
を
出
て
冥
吏
と
出
く
わ
す
の
で
あ
る
か
ら
、
外
出
の
理

由
を
鄭
家
の
葬
儀
と
す
る
方
が
話
に
整
合
性
が
あ
っ
て
要
當
で
あ
る
。

　
次
に

再
會

し
た
と
き
の
冥
吏
の
様
子
で
あ
る
。
周
式
で
は
「
吾
求
不
見
、
連
累
爲
鞭
杖
、
今
已
見
汝
、
無
可
奈
何
。
」
と
あ
る
の
が
、
羅

元
則
で
は

「
乃

出
門
、
即
見
前
鬼
。
髭
頭
裸
鵠
。
背
蓋
瘡
欄
、
前
持
日
。
吾
爲
君
至
此
、
又
不
能
自
保
惜
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
冥
吏
が
鞭

杖
さ
れ
た
こ
と
は
愛
わ
ら
な
い
が
、
「
羅
元
則
」
で
は
冥
吏
の
様
子
が
具
髄
的
に
描
爲
さ
れ
て
い
る
。

　

③
仙
人

こ

の
項

目
は
昇
仙
を
は
た
し
て
既
に
仙
人
に
な
っ
た
も
の
が
蓮
命
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
る
。



　
　
有
王
老
者
、
常
於
西
京
責
藥
、
累
世
見
之
。
李
司
倉
者
、
家
在
勝
業
里
、
知
是
術
士
、
心
恒
敬
異
、
待
之
有
加
。
故
王
老
往
來
依
止
李

　
　
氏
。
且
十
鯨
載
。
李
後
求
随
入
山
、
王
亦
相
招
。
途
僕
御
藪
人
、
騎
馬
倶
去
。
可
行
百
鹸
里
。
峯
轡
高
蛸
。
肇
藤
縁
樹
、
直
上
敷
里
、

　
　
非
人
跡
所

至
。
王
云
、
「
與
子
借
行
、
猶
恐
不
達
神
仙
之
境
、
非
僕
御
所
至
、
悉
宜
遣
之
。
」
李
如
其
言
。
與
王
至
峯
頂
。
田
疇
卒
坦
、

　
　
藥
畦
石
泉
、
佳
景
差
次
。
須
奥
、
又
至
林
口
、
道
士
敷
人
、
來
問
王
老
、
知
遭
嘉
賓
、
故
復
相
候
。
李
随
至
其
居
、
茅
屋
竹
亭
、
瀟
漉

　
　
可
望
。
中
有
學
生
敷
十
人
、
見
李
各
來
問
其
親
戚
、
或
不
言
、
或
個
恨
者
云
、
「
先
生
不
在
、
今
宜
少
留
。
具
厨
飯
疏
素
。
不
異
人
間
也
。
」

　
　
爲
李
設
食
。
経
敷
日
、
有
五
色
雲
霞
覆
地
、
有
三
白
鶴
随
雲
而
下
。
於
是
書
生
各
出
、
如
迎
候
状
。
有
頃
云
、
「
先
生
至
。
」
見
一
老
人
、

　
　
髪
髪
鶴
素
、
從
雲
際
來
。
王
老
携
李
迎
奔
道
左
。
先
生
問
王
老
、
「
何
以
將
他
人
來
此
。
諸
生
奔
謁
詑
、
各
就
房
。
李
亦
入
一
室
。
時

　
　
頗
炎
熱
、
李
出
尋
泉
、
將
欲
洗
浴
。
行
百
除
歩
。
至
一
石
泉
、
見
白
鶴
敷
十
、
從
岩
嶺
下
、
來
至
石
上
。
羅
列
成
行
。
俄
而
奏
樂
、
音

　
　
響
清
亮
、
非
人
聞
所
有
。
李
卑
伏
聴
其
妙
音
。
樂
畢
飛
去
。
李
還
説
其
事
。
先
生
問
得
無
犯
仙
官
否
。
答
云
、
「
不
敢
。
」
先
生
謂
李
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
日
、
　
r
君
有
官
緑
、
未
合
佳
此
。
待
仕
宙
畢
。
方
可
來
耳
。
」
因
命
王
老
迭
李
出
、
日
、
「
山
中
要
牛
爾
頭
、
君
可
迭
至
藤
下
。
」
李
買
牛
　
ー

　
　
途
詑
、
途
無
復
見
路
耳
。

　
王
老

（巻

四
一
）
の
話
は
、
藥
を
責
る
王
老
と
そ
れ
に
秘
か
に
敬
意
を
表
し
績
け
た
李
司
倉
の
物
語
で
あ
る
。
李
司
倉
は
王
老
が
術
士
と

見
込
ん

で
十
除
年
面
倒
を
見
て
き
た
。
或
る
日
、
李
司
倉
は
王
老
に
着
い
て
山
に
行
く
こ
と
を
求
め
た
。
王
老
は
快
く
引
き
受
け
た
。
李
司

倉
は

從
者
を
仕
立
て
て
王
老
に
從
っ
た
が
、
王
老
は
從
者
を
途
中
で
返
し
、
山
上
の
神
仙
の
境
に
は
李
司
倉
だ
け
を
伴
っ
た
。

　

こ
の
仙
境
は
「
與
王
至
峯
頂
。
田
疇
卒
坦
、
藥
畦
石
泉
、
佳
景
差
次
。
」
と
言
う
よ
う
に
山
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は

王
老
の

「
茅
屋
竹
亭
」
が
有
り
、
そ
こ
に
は
「
中
有
學
生
敷
十
人
」
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
王
老
は
仙
境
に
佳
ん
で
お
り
、
弟
子
も
い
る
が
、
彼
自
身
は
昇
仙
し
た
仙
人
で
は
無
い
。
そ
の
後
の
部
分
で
「
経

敷

日
、
有
五
色
雲
霞
覆
地
、
有
三
白
鶴
随
雲
而
下
。
於
是
書
生
各
出
、
如
迎
候
状
。
有
頃
云
、
「
先
生
至
。
」
見
一
老
人
、
髪
髪
鶴
素
、
從
雲



際

來
。
王
老
携
李
迎
拝
道
左
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
仙
人
は
鶴
に
乗
っ
て
訪
れ
、
仙
境
の
佳
人
た
ち
か
ら
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

れ
に

比

し
て
王
老
は
道
士
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
。

　
李
司

倉
に
運
命
を
告
げ
る
の
も
こ
の
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
李
司
倉
に
「
君
有
官
線
、
未
合
佳
此
。
待
仕
宙
畢
。
方
可
來
耳
。
」
と
蓮
命

を
告
げ
、
役
人
に
な
る
運
命
の
た
め
、
ま
だ
こ
こ
に
來
る
べ
き
で
は
な
い
と
蹄
ら
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
先
生
は
李
司
倉
の
天
命
を
知
っ

て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
④
媒
介
人

（道
士
、
巫
蜆
、
檜
）

　
こ

の
項

目
は
道
士
、
巫
蜆
、
僧
な
ど
の
人
聞
が
霊
語
、
ト
麸
、
相
術
と
言
っ
た
術
を
使
っ
て
主
髄
的
に
天
曹
や
紳
露
と
媒
介
し
、
知
り
得

た

運
命
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
韓
徹
者
、
以
乾
元
中
任
朧
州
呉
山
令
。
素
與
進
士
宇
文
顛
、
辛
稜
等
相
善
、
拉
随
徹
至
呉
山
讃
書
、
兼
許
秋
賦
之
給
。
呉
山
縣
令
號
凶

　
　
闘
、
前
任
多
死
。
令
廃
有
大
椀
樹
。
観
、
稜
等
意
是
精
魅
所
愚
。
私
與
典
正
。
欲
徹
不
在
欣
伐
去
之
。
期
有
一
日
夷
、
更
白
徹
。
徹
謂

　
　
二
子

日
。
命
在
於
天
。
責
不
在
樹
、
子
等
無
然
。
其
謀
逐
止
o
後
敷
日
、
齪
、
稜
行
樹
、
得
一
孔
、
勇
甚
潤
澤
、
中
有
青
氣
、
上
昇
爲

　
　
雲
。
伺
徹
還
寝
、
乃
命
縣
人
掘
之
。
深
藪
尺
、
得
一
塚
、
塚
中
有
棺
木
。
而
已
燗
壊
、
有
少
歯
髪
及
脛
骨
跨
骨
猶
在
。
遙
望
西
北
諏
o

　
　
有
一
物
。
衆
謂
是
怪
異
。
乃
以
五
千
顧
二
人
取
之
。
初
鎚
。
然
書
燭
一
束
。
二
人
背
刀
縁
索
往
覗
。
其
食
瓶
瓶
中
有
水
。
水
上
有
林
檎

　
　
鎚
爽
等

物
。
潟
出
地
上
、
悉
如
煙
錆
。
徹
至
、
命
佐
史
牧
骨
髪
。
以
新
棺
飲
。
葬
諸
野
。
佐
史
倫
銭
、
用
小
書
函
、
折
骨
埋
之
。
既
至

　
　
舎
、
倉
卒
欲
死
、
家
人
白
徹
。
徹
令
巫
硯
之
。
巫
於
徹
前
露
語
云
。
己
是
晋
將
軍
契
芯
鍔
、
身
以
職
死
、
受
葬
於
此
縣
。
立
家
近
馬
坊
、

　
　
恒
苦
糞
稜
、
欲
求
遷
改
。
前
後
累
有
所
白
、
多
遇
合
。
死
人
、
遂
令
冥
苦
無
可
上
達
。
今
明
府
恩
及
幽
壌
。
俸
銭
市
襯
。
甚
恵
厚
。
膏

　
　
吏
酷
悪
、
乃
以
書
函
見
貯
骨
髪
、
骨
長
函
短
、
断
我
膀
脛
、
不
勝
楚
痛
。
故
復
讐
之
耳
。
徹
鮮
謝
藪
四
、
自
陳
爲
主
不
明
。
令
吏
人
等

（95）



　
　
有
此
偽
欺
。
當
令
市
襯
。
以
衣
被
相
迭
。
而
可
小
赦
其
罪
、
誠
幸
也
。
又
霊
語
云
。
尋
當
鐸
之
、
然
創
造
此
謀
、
是
宇
文
七
及
辛
四
。

　
　
幽
魂
珊
戴
、
豊
敢
忘
之
。
辛
侯
不
久
自
當
擢
緑
。
足
光
其
身
。
但
宇
文
生
命
薄
無
位
、
難
獲
一
第
、
終
不
及
線
、
且
多
厄
難
。
無
當
救

　
　
其
三
死
、
若
忽
爲
官
、
錐
我
亦
不
能
救
。
言
畢
乃
去
。
佐
史
見
繹
、
方
獲
禮
葬
。
観
家
在
岐
山
、
久
之
、
鍔
忽
空
中
語
云
。
七
郎
夫
人

　
　
在
荘
疾

亟
、
的
已
往
彼
螢
救
。
今
亦
小
疫
。
尋
有
荘
人
來
報
。
可
無
催
也
．
若
還
、
妻
可
之
後
、
慎
無
食
馬
肉
。
須
萸
使
至
、
具
如
所

　
　
白
。
観
入
門
、
其
妻
亦
愈
。
會
荘
客
馬
駒
死
。
以
熟
膓
及
肉
醜
凱
。
観
忘
其
言
而
食
之
、
遇
乾
震
齪
。
悶
而
絶
氣
者
敷
　
。
忽
聞
鍔
言

　
　
云
。
令
君
勿
食
馬
、
何
故
違
約
。
馬
是
前
世
冤
家
、
我
若
不
在
、
君
無
活
理
。
我
在
亦
無
苦
也
。
途
令
左
右
執
筆
疏
方
、
藥
至
服
之
、

　
　
乃

愈
。
後
観
還
臭
山
、
會
岐
州
土
賊
欲
潜
偽
號
、
署
置
百
官
、
観
有
名
、
被
署
中
書
舎
人
。
賊
尋
被
官
兵
所
殺
。
観
等
七
十
鹸
人
。
繋

　
　
州
獄
待
旨
。
鍔
復
至
観
妻
所
。
語
云
。
七
郎
犯
事
、
我
在
地
中
。
大
爲
求
請
。
然
要
三
千
貫
銭
。
妻
離
貧
家
、
實
不
能
辮
。
鍔
日
。
地

　
　
府
所
用
、
是
人
聞
紙
銭
。
妻
云
。
紙
銭
當
力
辮
之
。
焚
畢
、
復
至
獄
中
。
謂
罰
日
e
我
的
於
夫
人
所
得
。
1
1
1
千
a
x
o
爲
君
属
請
、
事
亦

　
　
解
　
。
有
劉
使
君
至
者
、
即
當
得
放
、
飽
食
無
憂
也
。
尋
而
詔
用
劉
曼
爲
朧
州
刺
史
、
鮮
日
奏
日
。
黙
汚
名
賢
。
曾
未
相
見
、
所
由
但

　
　
以

爲
逆
所
引
、
悉
皆
繋
獄
。
臣
至
州
日
、
請
一
切
稗
冤
。
上
可
其
奏
。
曼
至
州
、
上
畢
、
悉
召
獄
囚
。
宣
出
放
之
。
罰
既
以
爲
賊
所
署
、

　
　
阯
而
還
家
。
牛
歳
除
。
呂
崇
責
爲
河
東
節
度
、
求
書
記
之
士
。
在
朝
多
言
観
者
、
崇
責
奏
闘
左
衛
兵
曹
河
東
書
記
、
敷
賜
衣
一
襲
、
崇

　
　
貢
迭
絹
百
疋
。
敷
至
、
観
甚
喜
。
受
敷
、
衣
緑
裳
。
西
向
奔
踏
、
奴
忽
倒
地
。
鍔
露
語
嘆
息
久
之
、
謂
観
。
勿
令
作
官
、
何
故
受
之
。

　
　
此
度
不
能
相
救
　
。
罰
云
。
今
却
還
之
。
如
何
。
答
云
。
已
受
官
畢
、
何
謂
復
還
。
千
萬
珍
重
、
不
復
來
　
。
後
四
日
、
凱
遇
疾
卒
。

　
　
初
女
巫
見
鍔
。
衣
冠
甚
偉
、
髪
髪
洞
赤
、
状
若
今
之
庫
莫
案
云
。

　
宇
文
観

（巻
三
三
六
）
の
話
は
、
韓
徹
が
呉
山
の
令
に
赴
任
し
た
と
き
の
出
來
事
で
あ
る
。
こ
の
職
位
の
前
任
者
が
多
く
在
職
中
に
死
ん

で

い
た

た
め

凶
闘
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
韓
徹
の
友
人
宇
文
観
と
辛
稜
は
役
所
の
前
の
大
椀
樹
に
精
魅
が
懸
い
て
い
る
た
め
と
考
え
て
伐
る
こ

と
に
し
た
が
、
徹
は
「
命
在
於
天
。
責
不
在
樹
、
子
等
無
然
。
」
と
止
め
る
。
こ
れ
か
ら
韓
徹
は
、
壽
命
は
天
命
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
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る
こ
と
が
分
か
る
。

　
後

日
、
二
人
が
椀
樹
の
脇
の
穴
か
ら
棺
桶
を
見
つ
け
て
改
葬
し
た
が
’
そ
の
際
に
轍
の
言
い
つ
け
を
守
ら
ず
改
葬
費
用
を
盗
ん
で
小
さ
な

書
類
箱
に
骨
や
髪
を
押
し
込
ん
だ
役
人
が
後
に
病
氣
に
な
っ
た
。
巫
を
呼
び
霊
語
さ
せ
る
と
事
の
次
第
を
述
べ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
轍
が
そ

の
行
い

を
自
分
の
否
と
し
て
詫
び
た
の
で
、
役
人
は
赦
さ
れ
た
。
次
い
で
こ
の
露
は
宇
文
観
、
辛
稜
に
改
葬
の
恩
を
感
じ
、
二
人
の
蓮
命
を

述
べ
る
が
、
特
に
薄
命
な
凱
に
「
但
宇
文
生
命
薄
無
位
、
錐
獲
一
第
、
終
不
及
線
、
且
多
厄
難
。
無
當
救
其
三
死
、
若
忽
爲
官
、
錐
我
亦
不

能
救
。
」
と
自
分
の
運
命
に
背
い
て
官
に
就
か
ぬ
よ
う
に
戒
め
る
。

　
そ

の

後
、
観
に
厄
難
が
降
り
か
か
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
救
う
た
め
に
露
が
現
れ
て
封
虚
法
を
教
え
る
。

　
最
後
に

観
が

鮮
令
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と
き
に
露
が
奴
を
逓
代
と
し
て
露
語
し
て
F
勿
令
作
官
、
何
故
受
之
。
此
度
不
能
相
救
　
。
」
「
已

受
官
畢
、
何
謂
復
還
。
千
萬
珍
重
、
不
復
來
　
。
」
と
言
っ
て
お
り
、
官
を
受
け
て
し
ま
っ
た
以
上
、
命
を
救
う
事
は
出
來
な
い
と
述
べ
て

い
る
。

　
露
語

は
、
巫
な
ど
の
葱
代
が
震
を
呼
び
寄
せ
て
話
を
さ
せ
る
場
合
は
、
巫
な
ど
露
能
者
が
主
禮
的
に
こ
れ
を
行
う
。
こ
の
読
話
で
は
時
に

議
は

愚
依
に

よ
ら
ず
空
中
か
ら
語
り
か
け
て
い
る
。
こ
れ
も
露
語
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
露
語
は
生
人
が
死
露
を
自
ら
の
盤
に
下
ろ
し
て
話
さ

せ

る
も
の
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
藁
が
主
髄
的
に
傳
え
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
露
自
ら
が
懸
代
に
懸
く
こ
と
も
あ
る
が
、
媒
介
者
な

し
で
語
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ

の
ほ

か
に

媒
介
能
力
を
持
っ
た
人
が
運
命
を
告
げ
る
も
の
に
は
、
葉
浄
能
に
關
す
る
説
話
の
よ
う
に
道
士
が
天
曹
に
出
向
き
運
命
を
確

認
す

る
も
の
や
術
者
が
占
い
に
よ
り
蓮
命
を
告
げ
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

因
み
に
術
者
が
媒
介
す
る
説
話
で
は
、
術
者
か
ら
冥
吏
に
命
を
伸
ば
し
て
も
ら
う
方
法
を
教
わ
り
、
壽
命
を
延
ば
し
た
と
描
か
れ
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
冥
吏
の
お
目
こ
ぼ
し
に
よ
り
壽
命
を
延
ば
し
て
お
り
、
運
命
は
不
愛
の
も
の
と
し
て
重
く
人
生
に
の
し
掛
か
る
よ
う
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に

は

描
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
⑤
死
者
（
含
霊
語
）

　

こ
の
項
目
は
死
者
が
未
來
の
事
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
榮
陽
鄭
會
、
家
在
滑
南
、
少
以
力
聞
。
唐
天
賓
末
、
豫
山
作
逆
、
所
在
賊
盗
蜂
起
、
人
多
群
聚
州
縣
。
會
侍
其
力
、
旬
在
荘
居
。
親
族

　
　
依
之
者
甚

衆
。
會
恒
乗
一
馬
、
四
遠
硯
賊
、
如
是
累
月
。
後
忽
五
日
不
還
、
家
人
憂
愁
。
然
以
賊
却
之
故
。
無
敢
尋
者
。
其
家
樹
上
、

　
　
忽
有
露
語
、
呼
阿
嫡
、
即
會
妻
乳
母
也
。
家
人
慎
催
藏
避
。
又
語
云
、
「
阿
嫡
不
識
會
耶
。
前
者
我
往
探
賊
、
便
與
賊
遇
。
衆
寡
不
敵
。

　
　
遂
爲
所
殺
。
我
以
命
未
合
死
、
頻
訴
於
冥
官
、
今
蒙
見
允
、
已
判
重
生
。
我
屍
在
此
荘
北
五
里
道
芳
溝
中
、
可
持
火
來
、
及
衣
服
往
取
。
」

　
　
家
人
如
言
、
於
溝
中
得
其
屍
、
失
頭
所
在
。
又
聞
語
云
。
「
頭
北
行
百
除
歩
。
桑
樹
根
下
者
也
。
到
舎
。
可
以
穀
樹
皮
作
緩
。
攣
之
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
6

　
　
我
不
復
來
　
。
努
力
勿
令
参
差
。
」
言
詑
、
作
鬼
繍
而
去
。
家
人
至
舎
、
依
其
攣
湊
畢
、
髄
漸
温
。
藪
日
、
乃
能
覗
。
恒
以
米
飲
灌
之
、
　
9

　
　
百
日
如
常
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
り
き

　
鄭
會
（
巻
三
七
六
）
の
話
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
強
力
で
知
ら
れ
る
鄭
會
が
安
緑
山
の
群
盗
に
遭
い
命
を
落
と
し
た
が
、
露
語
し
て
「
我

以

命
未
合

死
、
頻
訴
於
冥
官
、
今
蒙
見
允
、
已
判
重
生
。
我
屍
在
此
荘
北
五
里
道
芳
溝
中
、
可
持
火
來
、
及
衣
服
往
取
。
」
と
言
っ
て
生
き

返
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
話
は
死
ん
で
冥
界
に
召
さ
れ
た
も
の
の
、
壽
命
が
蓋
き
て
い
な
い
た
め
に
生
き
返
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
露
が
生
人
に
語
り
か
け

る
設
定
の
場
合
は
夢
に
死
者
の
魂
が
現
れ
る
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
話
で
は
露
語
に
よ
り
死
者
が
自
ら
の
意
思
を
傳
え
て
い
る
。

　

こ
の
鄭
會
は
、
命
が
蓋
き
て
い
な
い
た
め
に
生
き
返
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
人
の
壽
命
は
運
命
に
よ
り
決
ま
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
持
っ
て
生
ま
れ
た
運
命
は
攣
え
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
頭
と
禮



が
所

を
別
に
す
る
よ
う
な
悲
惨
な
死
に
方
で
あ
っ
て
も
、
生
き
返
る
こ
と
が
出
來
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　
先
に

簸
語
に

つ
い
て

述
べ
た
が
、
こ
の
説
話
の
露
語
は
露
が
生
人
の
髄
を
借
り
て
語
る
も
の
で
は
な
い
。
藁
の
姿
は
見
え
な
い
が
ど
こ
か

ら
か
聲
が
聞
こ
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
次
に

別
の
再
生
の
話
を
見
て
み
た
い
。

　
　
開
元
中
、
易
州
司
馬
張
果
女
、
年
十
五
、
病
死
。
不
忍
遠
棄
、
権
痙
干
東
院
閣
下
。
後
轄
鄭
州
長
史
、
以
路
遠
須
復
迭
喪
、
遂
留
。
俄

　
　
有
劉
乙
代
之
。
其
子
常
止
閣
中
、
日
暮
伍
行
門
外
、
見
一
女
子
。
容
色
豊
麗
。
自
外
而
來
。
劉
疑
有
相
奔
者
、
即
前
詣
之
、
欣
然
款
演
。

　
　

同
留
共
宿
。
情
熊
纏
綿
。
畢
止
聞
碗
。
劉
愛
惜
甚
至
、
後
暮
瓢
來
、
達
曙
方
去
。
経
藪
月
、
忽
謂
劉
日
e
我
前
張
司
馬
女
、
不
幸
天
没
、

　
　
近
積
此

閣
。
命
當
重
活
、
與
君
好
合
。
後
三
日
、
君
可
見
嚢
、
徐
候
氣
息
、
慎
無
横
見
驚
傷
也
。
指
其
所
痙
虚
而
去
。
劉
至
期
甚
喜
、

　
　
猫
與
左

右
一
奴
夜
登
、
深
四
五
尺
、
得
一
漆
棺
。
徐
開
硯
之
、
女
顔
色
鮮
登
、
肢
髄
温
軟
。
衣
服
粧
硫
。
無
汗
壊
者
。
皐
置
抹
上
。
細

　
　
細
有
鼻
氣
。
少
頃
、
口
中
有
氣
、
灌
以
薄
庭
、
少
少
能
咽
、
至
明
復
活
、
漸
能
言
語
坐
起
。
敷
日
、
始
恐
父
母
之
知
也
、
因
欝
以
習
書
、

　
　
不
便

出
閣
。
常
使
賓
飲
食
詣
閣
中
。
乙
疑
子
有
異
、
因
其
在
外
途
客
、
窺
覗
其
房
、
見
女
存
焉
。
問
其
所
由
、
悉
具
白
。
棺
木
省
在
抹

　
　

下
。
乙
與
妻
歓
歓
日
。
此
既
冥
期
至
感
、
何
不
早
相
聞
。
逐
匿
干
堂
中
。
見
不
見
女
、
甚
驚
。
父
乃
謂
日
。
此
既
申
契
殊
會
、
千
載
所

　
　
無
、
白
我
何
傷
乎
。
而
過
爲
隠
蔽
。
因
遣
使
詣
鄭
州
、
旦
ハ
以
報
果
、
因
請
結
婚
。
父
母
哀
感
驚
喜
、
則
剋
日
赴
婚
、
途
成
嘉
偶
、
後
産

　
　
敷
子
。

　
張
果
女

（巻
1
1
1
1
1
1
0
）
　
g
話
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
張
果
は
十
五
で
病
死
し
た
娘
を
役
所
に
假
埋
葬
し
た
ま
ま
轄
任
し
た
。
張
果
に

代
わ

っ

て

赴
任
し
た
司
馬
の
息
子
の
所
に
張
果
の
娘
の
露
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
關
係
が
懇
ろ
に
な
る
と
娘
は
自
分
の
再
生
の
期
日
を

傳

え
て
墓
か
ら
掘
り
起
こ
し
て
も
ら
う
。
再
生
後
に
張
果
の
娘
と
司
馬
の
息
子
は
結
婚
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
娘
の
露
は
「
命
當
重
活
」
と
述
べ
て
お
り
、
自
分
が
ま
だ
死
ぬ
運
命
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
生
き
返
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
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示

し
た
鄭
會
と
比
べ
る
と
、
死
因
は
異
な
る
も
の
の
、
再
生
の
理
由
は
類
似
し
て
い
る
。

　
再
生
す

る
方
法
に
つ
い
て
見
る
と
、
鄭
會
が
家
族
に
露
語
で
再
生
を
傳
え
る
の
に
封
し
て
、
こ
の
話
で
は
娘
の
藁
が
現
れ
、
關
係
が
親
密

に

な
っ
た
あ
と
で
再
生
の
手
助
け
を
依
頼
し
て
い
る
も
の
で
、
爾
者
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
再
生
を
告
げ
る
方
法
や
そ
の
相

手

は
、
再
生
す
る
人
の
属
性
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
話
も
、
蓮
命
で
は
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
に
再
生
し
て
お
り
、
こ
の
鮎
で
は
一
致
し
て
い
る
。
つ

ま
り
ど
ち
ら
も
蓮
命
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
蓮
命
が
定
ま
っ
て
い

る
と
す
る
観
念
は
深
く
人
々
の
世
界
観
に
根
を
下
ろ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

（100）

　
本
稿
で
は

以
上
の

よ
う
に
、
『
廣
異
記
』
中
の
蓮
命
に
關
わ
る
説
話
を
、
蓮
命
が
記
さ
れ
た
帳
簿
、
運
命
を
掲
示
す
る
者
と
い
う
要
素
を

も
と
に
見
て
み
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
み
で
は
『
廣
異
記
』
中
の
蓮
命
に
關
わ
る
説
話
を
す
べ
て
網
羅
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
本
稿
で
提
示
で
き

な
か
っ
た
要
素
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
と
思
う
。


